
R2年度
 修正＊本ハンドブックは、文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境イニシアティブ（特色型）」（平成29-令和4年度）の補助を受けて作成しております。





ライフイベント中の教育職員への両立支援を目的に、支援研究員の雇用を助成しています。妊娠中または小学校４年生までの
子を養育している者（産休・育休中を除く）が対象です。 R2年度

 修正

女性研究者等の両立支援を目的として、保育シッター等の保育利用料を助成しています。未就学児を養育している女性研究者
または男性研究者（配偶者が研究者の場合に限る）が対象で、病児・病後児の保育利用料を助成しています。

妊娠・出産・育児のライフイベントにより研究中断していた女性研究者の復帰支援を目的として、国内外で開催される学会参
加時の未就学児の託児サービス料の保育費用を助成しています。

R2年度
 修正

R2年度
 修正



保育シッター等保育利用助成事業 R2年度
 修正



指定のシッター業者による保育・送迎が利用可能。対象児童1人につき2,200円/日(回)の割引券を交付

R2年度
 修正



教育職員で、以下に該当する者
①妊娠中または小学校４年生までの子を育児している者
②同居で重度の障がいのある子を育児している者

　③同居で家族・親族の介護・看護をしている者

ライフイベント中の教育職員への両立支援を目的に、支援研究員を配置することに
対して人件費の女性を行います。支援対象者１人につき１名の支援研究員を配置し、
支援研究員は支援対象者の支持に従い、データ解析や実験補助、資料作成等の研究
補助業務を行うものです。

R2年度
 修正

①未就学児を育児している者　　　　　　　　　　　　　　　　

①病児・病後児等のため、保育所・園等への登園ができない（7～20時）

※通常保育、産休・育休・休職中の職員、在宅勤務が適用されている職員の在宅勤務日は対象外。
また、臨時保育所開設中の休日入試業務については対象外。

未就学児を育児している女性研究者で、研究者番号を持っており、以下に該当する者
①国内外で開催される学会に、情報収集のために参加（職場復帰後1年以内）
②国内外で開催される学会で、主たる研究者として口頭またはポスター発表を行う
（職場復帰後3年以内）

妊娠・出産・育児のライフイベントにより研究中断していた女性研究者の復帰支援を
目的として、国内外で開催される学会参加時の未就学時の託児サービス料の保育費用を
助成するものです。

R2年度
 修正

R2年度
 修正







指定のシッター業者による保育・送迎が利用可能。対象児童1人につき2,200円/日(回)の割引券を交付 R2年度
 修正



R2年度
 修正

※本ハンドブックに掲載している制度等は、令和２年5月時点のものです。
変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

【北九州】

【筑豊】

【筑後】

【福岡】

R2年度
 追加


